
オンライン海外研修（Discover Australia）参加体験記 

 

総合文化学科 4 年次生 藤崎さん 

 

私が参加した、2 月 21 日(月)～3 月 4 日(金)のオンライン海外研修を紹介します。 

この研修は、1 週 15 時間のライブ・オンライン英語授業（Zoom 使用）、週 5 時間のバーチ

ャルツアーとアクティビティ、週 3 回(各 40 分)のオンライン・ホームステイで構成されま

す。研修終了後にはシドニー語学学校 ELC より修了証書が授与されました。実際に体験し

た英語活動を順に紹介します。 

 

 

 

 

 

英語レッスン：5W1H を使って質問を各自で作り、会話が途切れないように質問をうまく

織り交ぜながら、できるだけ会話を続ける訓練をしました。質問内容がより深いものになる

よう気をつけながら会話を楽しむレッスンを 2 週間継続しました。 

 

オーストラリアの学生との交流：現地の学生二人と日本人学生二人の計 4 人で一グループ

を作り、自身が生活している地域を紹介したり、普段食べている食事やお菓子のことを話し

たりしました。(午前中の英語レッスンの中で、どのような質問をしたらいいか準備する時

間がありました。) またオーストラリアの生活に関する動画を見て、感じたことを質問し、



オーストラリアの文化や風習を感じ取りました。2 週目には、日本とオーストラリアの生活

の違いについて、安全面、天気、食事のスタイル、交通機関の話題について、話し合いまし

た。オーストラリアの人たちは平日夕方 5 時には全員が帰宅し、自分の時間を楽しむ習慣

あるという話が最も印象に残っています。 

 

バーチャルツアー：オペラハウスの近くから Zoom で中継があり、観光名所を巡りました。

二週目はウルルのバーチャルツアーで、先住民の文化が根付いていることが良く理解でき

ました。将来、働き出したら、現地を訪れたいです。 

 

バーチャル体験：シドニー動物園の紹介があり、クイズを交えながら、園内にいる動物を解

説してくれました。アボリジニー・アートの回では、先住民の人たちのアートを鑑賞し、

Zoom の描画機能を使って似たテイストの絵を描き、何の絵を描いたのかみんなで当てるア

クティビティをしました。 

 

ツーリズム(観光)セミナー：日本語も話せるオーストラリア人の方が、日本語を時折織り交

ぜながら英語でオーストラリア観光の現状を紹介してくれました。キャンペーン企画のプ

ロジェクトでは、二人ペアで独自の企画を作り、日本のアニメの世界を体感できるツアーを

立案しました。 

 

バーチャルサバイバルチャレンジ：無人島に行く設定で、何も持っていくか、理由とともに

英語で説明するアクティビティです。可能な持ち物のリストから選ぶ形式で、選んだものに

得点がついていて、その点数で勝敗を決めます。また探検家の人がその土地の出来事を説明

するビデオを鑑賞し、なぜそれが起こったのかをクイズ形式で答えるアクティビティにも

チャレンジしました。 

 

オンライン・ホームステイ：二人ペアで１家庭に入ります。計６回行います。私は若い夫婦

の家庭でした。Zoom でつなぎ、いろいろな事を語り合いました。 

 



 


